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人生100年時代といわれるようになった現代，長い人生の時間を謳歌できるようになっ
た反面，その途上では予測できないさまざまなことが生じ，病気や障害などによって思う
ようにならないことも多い。特に，近年の新型コロナウイルス感染症による未曾有のパン
デミックは，社会のシステムや生活だけでなく，私たちの人生を一変させてしまった。今
まで当たり前のように受けられた医療が受けられなくなり，家族が立ち会えないまま看取
りを迎えた患者も多くいた。そうした状況で，医療者や介護職は，患者や利用者のACP
をどうやって支えるか非常に悩み，思うように支援できずに苦い思いを味わってきたので
はないだろうか。
ACPは病状が悪化したときに備えてさまざまなことを考えておくものといわれるが，

それも，安定した状況下で将来が予測可能な場合には効力を発揮する。しかし，将来自分
の身体や生活がどうなっているのか、どんな意向を抱くのかは、そのときになってみない
とわからない。ましてやコロナのような状況下では将来予測が難しい。さらに，ACPは
自分の人生にかかわる価値観や死生観を考えることでもあり，決して容易なものではない。
それゆえ，現場では，実際ACPをどうやって始めればよいのか，問題が生じたときにど
うしたらよいのかわからないことも多く，手探りの状態にある。
こうした点を踏まえ本書では，ACPを開始するときの具体的な方法や，予測が難しい

状況での問題対応に役立つ新しい理論を載せることで，新しいACP実践のガイドとして
の意味をもたせた。
そのため，本書では，ACPの基礎知識，家族とACP，がん，呼吸器疾患，認知症など，医

療や介護のさまざまな領域におけるACPの特徴と意思決定支援のポイント，ACP実践編とし
ての事例集など，多くの読者の参考になるように幅広くさまざまな内容を取り入れている。
なかでも，本書の特色として，第3章の「START」と第6章の「エフェクチュエーショ

ン」が挙げられる。第3章では「START」を使い，具体的なACPの進め方について解説し
た。「START」とは，Support：どう支援するか，Timing：ACPのタイミングはいつか，
Action：ACPをどう進めるか，Relation：誰が誰とACPを行うのか，Talking：ACPをど
う話すか，である。特にACPのなかで難しいとされている意思決定支援，ACPを行うタ
イミングやACPのコミュニケーションについてさまざまな側面から解説し，実践する際
に参考になるように心がけた。第3章の最後にSTARTマップを載せているので，ACP支
援のロードマップとして，ぜひ活用してほしい。
また，第6章では，ACPに役立つ理論として，医療・介護分野では初めてエフェクチュ

エーションを取り上げた。エフェクチュエーションは，経営学で提唱された理論で，将来
予測が難しい状況において，できることから始めて成果を積み重ねていく思考過程である。
この考え方は，解決が難しい意思決定の問題を考えるときに非常に役立ち，私たちが行動
を起こす際の支えにもなる。エフェクチュエーションは，医療や介護分野にとっても示唆
に富む有益な理論であり，非常に興味深い内容となっているので，ぜひご一読いただきたい。
最後に，コロナ禍による困難な時期に，貴重な原稿を寄せてくれた執筆者たちとへるす

出版編集部の森村新一氏にお礼を申し上げたい。この方々の尽力がなければ，本書の誕生
はあり得なかった。心から深く感謝する。
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